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開会 午前 ９時３０分 

 

○書記（森田 公君） それでは、ただいまから総務教育常任委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに委員長よりご挨拶をいただきまして、委員長の進行により進めて

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶、滝川委員長、よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） おはようございます。 

  今朝、朝刊を見まして、まず最初に、大変ショックだなと思いました。大きく取り上げら

れていまして、昨日も教育委員会からもお電話いただいたりしていますけれども、あんなに

大きく書かれるとは思っていませんので、しかもその内容が正職員ではなくて、本当に昨年

度か今年度でしたかね、１回だけそういう発掘の作業に携われた方だといった中でも、やは

り期間採用の職員ということであるということにもちょっと驚きを感じたところであります。 

  いろいろなことも見直す必要もあるのかなと思いましたが、私たち一人一人がやはりそう

いう責任を負っている仕事なんだということを改めて自覚する新聞でありました。 

  それでは、本日の総務教育常任委員会を開催いたします。よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（滝川美幸君） ただいまの出席委員は５名です。定足数に達しておりますので、こ

れより、総務教育常任委員会を開会いたします。 

  なお、松井議員は遅刻の旨の連絡がありましたので、報告いたします。 

  なお、本日は委員外議員の傍聴を許可いたしますので、ご承知おきください。 

  質疑は、委員の質疑を受けた後に、傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  それでは、これより次第３、内容に入ります。 

  初めに、（１）住所異動等の手続に係る「書かない窓口」の導入について、担当より説明

をお願いいたします。 

  山田市民戸籍課長。 

○市民戸籍課長（山田郁子君） おはようございます。お疲れさまでございます。 

  市民戸籍課から、これから説明いたします案件につきましては、事前に本常任委員会にお

いて、説明するべき案件でございますが、10月２日より運用しているため、事後報告にな
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り委員各位にまずもって、おわびいたします。 

  では、住所異動等の手続に係る「書かない窓口」の導入について、説明いたします。 

  常任委員会資料の１ページをお願いいたします。 

  初めに、１、経緯でございますが、本市では住所異動や戸籍届出に関係する手続について

は、平成23年度から「ワンストップ窓口」を導入し、場所は市民戸籍課に設置しています。

「ワンストップ窓口」の導入により、手続する人は移動することなく、一つの窓口で必要な

手続ができるようになりました。 

  一方、課題となったのは、窓口に滞在する時間が長くなり、設置場所である市民戸籍課の

窓口が混雑することでありました。 

  さらに、マイナンバーカードが急速に普及したことで、昨年度末以降、住所異動手続をす

る人の70％以上は、マイナンバーカードの更新手続が追加となり、窓口の滞在時間が増加

しました。このため、混雑解消など市民サービス向上に向けた窓口業務の改革は、喫緊の課

題でありました。 

  このことから、手続する人が、申請書に住所や名前を何度も記入することなく、申請書の

作成を簡単に効率的に行うため、窓口担当職員が業務フローの見直しを行いました。その中

で、既存機器を活用し、職員が手間をかけ、申請書作成の支援をする本市独自の「書かない

窓口」を職員自ら考案し、８月29日から約１か月間試行いたしました。 

  この結果、「書かない窓口」を利用した人の評判が非常によく、また、職員の事務軽減に

つながることが確認できましたので、試行運用から引き続き、市民戸籍課及び敷島・双葉支

所窓口への導入を決定し、現在、本格的に運用しています。 

  次に、２、導入開始ですが、先月10月２日（月）から始めております。 

  続いて、３、対象の手続。 

  「書かない窓口」の対象としている手続は（１）と（２）の手続で、（１）は住所異動届、

いわゆる転入・転居・転出などの手続で、マイナンバーカードを所有している人が対象とな

ります。 

  （２）は住所異動届の手続をした人を対象として、同時に手続する場合に限り、マイナン

バーカードの更新、印鑑登録、住民票などの証明書発行の手続が対象となります。この（２）

の手続は、マイナンバーカードを持っている人も持っていない人も対象となります。 

  次に、４、手続方法。 

  （１）住所異動届で、マイナンバーカードを持っている人への対応は、職員がカードを預
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かり、機械で読み取って、現住所、氏名などを印字した届出書を用意します。手続する人は

氏名等が印字された届出書に、新住所や家族構成、電話番号を記入し署名をして手続を行い

ます。マイナンバーカードを持っていない人は、従来どおり全ての項目を記入して、手続を

します。 

  （２）住所異動届の手続をした人が、同時に印鑑登録などの申請をする場合、住民移動手

続の情報を基に、新住所、氏名などの必要な項目を印字した申請書を職員が用意し、申請す

る人は電話番号などの記入と署名をして手続を行います。これまでは、手続の数の枚数分、

申請書に住所、氏名などを記入していた申請者の負担が軽減されたことに加え、申請書１枚

１枚の記入の仕方を説明していた職員の負担も軽減され、所要時間の短縮につながるものと

考えます。 

  次に、５、事業費。 

  今回は、窓口担当職員が業務改革を行う中で、既存システムの活用を提案し、最新システ

ムの導入なしで職員の労力で実現する「書かない窓口」であり、新たに生じる費用はござい

ません。 

  最後に、６、県内の導入状況でございますが、２つの市で今後の導入を予定しているなど

の情報を得ております。 

  以上で、住所異動等の手続に係る「書かない窓口」の導入についての説明を終わります。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。これより質疑を行います。 

  ここで、委員並びに職員各位に申し上げます。質問は一問一答とし、また、質問、答弁は

簡潔明瞭にしていただきますようお願い申し上げます。 

  それでは、質疑等がありましたらお願いいたします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは非常にいいことで、皆さんに分かっていただいたということな

んだけれども、これを導入するきっかけというか、職員の総合力というか担当の知恵を出し

た結果だと思うんですよね。その経過というのは非常に我々も評価する立場にあります。 

  そのこれに至るまでの職員間の協議とか、誰がどんな形で提案したのか、その辺のところ

を聞かせてもらえばありがたいかなというふうに思います。その点を。 

○委員長（滝川美幸君） 山田課長。 

○市民戸籍課長（山田郁子君） お答えいたします。 
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  初めに、住民記録係の係長から係員に話をいたしまして、この最近の窓口ＤＸの推進とい

うことで、全国的に進められている中で、甲斐市で何かできることはないか、すぐにできる

ことはないか、と考えたところ既に設置している機器を使うことができる、という一人の職

員の提案から、職員の負担もそれほどかからずに実施できるのではないかということがあっ

たんですが、ただ、やはり、窓口で対応する時間の短縮につながるかどうかというのと、職

員がどれだけ手間をかける部分、どのくらい負担があるのかという不安材料がございました

ので、やはり、これはやってみないと分からないことであるということで。 

  結果はどうなるか全く分かりませんが、試行ということで手探り状態ではあったんですが、

市民戸籍課内ということで一つの業務に限ってさせていただくという課内の判断になりまし

て、その中で職員が努力をして、今回のシステムといいますか、事務の流れを考え出しまし

た。 

  その結果、利用された方の意見などを、度々に確認をいたしましたところ、やはり書かな

いことというのは負担が軽くなる。書かないということに関して好評を得ておりましたので、

これはやはり進めるべきという職員も感じたところですし、これをすぐに導入するべきでは

ないかということで、今回は先に本常任委員会に説明してからという段階を踏まずに、急い

でしまったところでございました。 

  以上でございます。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今、説明を受けて非常に、行政改革ということも含めて、職員の皆さ

んが知恵を出してそういう努力をして、こういう結果につながったということで、我々も多

少の前後があったんだけれども、それはそれで受け入れると同時に皆さんの努力に敬意を表

したいと思うし、また、こういう動きが全庁的にそれぞれのところで抱えている課題とか、

そういうものをみんなが共有して、その問題に取り組んでいく。結果的にいいか悪いかは別

として、そういう姿勢が本当、大事だと思うんだよね。 

  改めてね、こういうことに取り組んで、結果を出したというかね。こういう市民に喜ばれ

る。そして、また業務の改善にもつながった。職員の負担も軽くなったという非常に効果的

な取組だと思うんですよね。 

  本当に私は、この件に関しては評価したいと思いますけれども、今後もこれに満足せずに

また頑張ってもらえば、ありがたいかなというふうに思います。 

  私のほうからは、以上です。 
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○委員長（滝川美幸君） ほかに、委員より質問はありますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 今、内藤議員の関連ですけれども、事前にやっているということは全

然。私はそうは言っても議会に通すということは、それは言っておいて。今、これを見て今

後は山梨県内では初めてだと。今後を見ると笛吹市、甲州市からもまたよければ結果を見て

導入をするということも今、これ書いてあるんですけれども、これを係長からも言ってこう

なったということで。 

  これ、一般企業にすると、ちょっと外れた話だけれども、いろんな工場とか何とか生産の

ところとかみんな社員がいろんな改善方法として、例えば、工程に１工程すればその社員に

は、年に１回は報酬とか何とか、これは皆さんは公、公務員ですから。 

  だけど、部長にこういうことがあったら、今、内藤議員が言うようにやっぱり係長なり職

員なり、いろんな改善とそうなったら、何かどうか報償とかさ、お金じゃなくても何かそう

いう提案。笑うけど、一般企業に俺たちずっとバブルの頃から勤めてたけどね。年中、改善

しろ、何しろ、例えば、車の部品が２つあったけど、考えて一つになったら特許を取ったり

とか、そういうこことは違う問題かも。 

  似てるんだけど、要素は違うだけど、そのぐらいのやっぱりね、部課長会議でも、そうい

うことをどんどんこういうことがあったんだから、皆さんもこういうことを考えたって、考

えりゃ飛び越えて冗談になっちゃうけど、係長から一気に部長になれるんだというぐらいの

ね。いやいやこのぐらいの今から職員たちも飛び越えてやるぐらいの意識がなきゃ、強気が

なきゃ。 

  一度ちょっと離れた話をしたけれど、部長さん、こういうことはどう思いますかね。私の

意見。 

○委員長（滝川美幸君） 中込市民部長。 

○市民部長（中込広人君） お答えいたします。 

  さすがに現金で支給することは、私ども無理なんですが、職員には人事評価というものが

ございまして、それで１から５段階評価をしますけれども、こういった功績につきましても、

人事評価の中で反映させていただきたいと考えております。 

○委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ちょっと冗談ぽく、外れたこともあるけど、ぜひでもそういう考えと

いうのは、上のほうからトップダウン的なものじゃなくてもいいから、ふだん見ててどうい
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うふうな、皆さん３年、４年交代でぐるぐる回るんですから、あそこにいたときはこうだっ

たから、もうちょっとこうしたほうがよかったじゃねえかとか、あそこにいたときは今のこ

の部署に来たら全然やってないけど、こうしたらどうだとか、そういうようなことをどんど

ん発明ってことはないけど、改善方法はやっぱり意識を持ってやっていただきたい。そんな

ふうに思います。これは要望です。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） ほかに、委員より質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  それでは、なければ委員の質疑を終了いたします。 

  次に、傍聴議員の質疑を許します。 

  傍聴議員、質疑がありますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） 今回の取組は非常にアイデアと知恵っていうことで、すばらしいこと

だと思います。 

  ちょっとお伺いしたいんですけれども、転出の手続ということではあるんですけれども、

例えば、水道なんかの手続というのはこれに含まれできるんでしょうか、このまま。 

○委員長（滝川美幸君） 山田課長。 

○市民戸籍課長（山田郁子君） 水道の手続につきましては、この窓口カウンターでは手続は

行いません。あらかじめ、電話で現地で精算などがあると思いますので、市役所の市民戸籍

課の窓口で、水道の手続をするという事務は現在、行っておりません。 

○委員長（滝川美幸君） 加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） その管轄が違うということなんでしょうけれども、市民にとっては、

例えば、転出手続というのはやっぱり一つのあれなので、そういうのもひもづけできるよう

な形に工夫していただければ、より便利になるかなと。 

  あともう一つ、転出した先というのは、これは甲斐市だけのシステムなので、転出した先

だとやっぱり従来どおり、こう書いて書いてというような形になっちゃうんでしょうかね。 

○委員長（滝川美幸君） 山田課長。 

○市民戸籍課長（山田郁子君） お答えいたします。 

  全国的に「書かない窓口」推進されていますので、転出先のほうでも「書かない窓口」を
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している市町村もあると思いますので、甲斐市だけでなく、県外の市町村でしたら実施して

いるところもあると思います。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  傍聴議員よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、住所異動等の手続に係る「書かない窓口」の導入について終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前 ９時４８分 

 

再開 午前 ９時４９分 

 

○委員長（滝川美幸君） 会議を再開いたします。 

  次に、（２）第４次甲斐市行政改革大綱の令和４年度実績及び令和５年度目標について、

担当より説明をお願いいたします。 

  酒井経営戦略課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 改めましておはようございます。お疲れさまでございます。 

  経営戦略課から内容（２）第４次甲斐市行政改革大綱の令和４年度実績及び令和５年度目

標について、ご説明させていただきます。 

  この第４次甲斐市行政改革大綱の計画期間につきましては、第２次甲斐市総合計画の後期

基本計画の計画期間と整合を図るため、令和３年度から令和６年度までの４年間を計画期間

として取り組んでおります。 

  具体的な内容となります実施計画につきましては、社会情勢の変化などを的確に反映する

ため、年度ごとに評価を行い、見直しを行う中で作成することとしております。 

  それでは、委員会資料の２ページをお願いいたします。 

  このページは、１、第４次甲斐市行政改革大綱における令和４年度実績につきまして、重

点項目ごとに集計した表でございます。 

  資料の網かけに記載のとおり、重点項目１の健全な財政運営、項目２の職員の人材育成と

適切な定員管理、項目３の効率的・効果的な事業の推進、項目４の公共施設の適正管理、こ
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の４つを柱としてそれぞれの取組方針を定めて推進しております。 

  令和４年度の実績でございますが、上段の重点項目１、健全な財政運営につきましては、

（１）から（３）の３つの取組方針を下段の網かけしてあります目標達成項目34に対する

達成率は、67.6％となっております。 

  重点項目２、職員の人材育成と適切な定員管理につきましては、達成率は46.2％となっ

ております。 

  重点項目３、効率的・効果的な事業の推進につきましては、達成率が73.2％となってお

ります。 

  重点項目４、公共施設の適正管理につきましては、達成率は80％でありました。 

  最下段に記載する水色の網かけ、合計欄が全体の集計となりまして、令和４年度の取組項

目の98項目について、全て目標値の設定を行い、目標を達成した項目は67項目、達成率は

68.4％でございました。 

  ページの一番下には、参考といたしまして、令和３年度実績を記載しております。 

  資料の３ページをお願いいたします。 

  次に、４つの重点項目の取組方針における主な取組項目を説明させていただきます。 

  重点項目、網かけの１、健全な財政運営、取組方針（１）自主財源の確保として、その下

の市税等の収納率向上に向けた取組の推進の指標につきましては、７つの取組項目として市

税等収納対策部会において取組を進めており、各項目の上段、網かけの現年度分収納率につ

いてはオンラインによる預貯金調査システムや、差押システムの導入により、成果を上げて

おります。 

  しかし、５の保育料と６の住宅使用料については、目標値未達成でありました。５.保育

料については、児童手当の充当や滞納整理強化月間及び日々の徴収業務の強化を行ったこと

により、昨年度実績を上回りましたが、目標値には達成しませんでした。また、６.住宅使

用料については、所在不明の入居者が１名おり、目標値に達しませんでした。 

  次に、10.ふるさと応援寄附金の拡大については、本市の人気返礼品のシャインマスカッ

トが県内外の他自治体での取扱量の増加により、本市の申込数が落ち込んだことにより、令

和３年度実績を下回り、目標値を達成できませんでしたが、令和４年度においても10億円

を超える寄附をいただいたところでございます。 

  次に、表の最下段の18.未利用公有財産の整理・処分については、竜王東保育園跡地の購

買を予定しておりましたが、建設課において雨水対策事業で同用地の活用について、検討を
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行うため購買を取りやめとしたことにより、目標値を達成できませんでした。 

  ４ページをお願いいたします。 

  次に、取組方針の（２）計画的・効率的な財政運営の19.中期的な財政管理では、概算予

算要求、中長期的財政計画の作成の段階におきまして、総合戦略部長ヒアリングを基に中期

的な財政見直しの集計・更新を行ったところであります。 

  次に、取組方針（３）公営企業の経営健全化、使用料等の収納率向上の４項目、26の下

水道使用料から29.合併浄化槽使用料の現年度分収納率については、滞納者に対し、訪問や

電話催告など滞納整理を実施しましたが、目標値には僅かではありますが届きませんでした。 

  ５ページをお願いいたします。 

  次に、重点項目、職員の人材育成と適切な定員管理、（１）人的資源の強化と適切な定員

管理の35.定員適正化計画の推進については、補欠採用制度の活用や社会人枠、障がい者枠

の継続により、職員数については目標値より、３人多く計画人数に向けて目標を達成してお

ります。非常勤職員につきましては、昨年度と比較して９人増加している状況でございます。 

  36.人事評価制度の充実については、人事評価研修や各所属におけるヒアリングの実施に

より、適切な運用を目指して取組を行い、目標を達成しております。 

  次に、37.部局・課ごとの目標管理については、各部課等で目標達成に努め、昨年度実績

より増加いたしましたが、目標値には達しませんでした。 

  39.時間外勤務の削減については、マイナンバーカード交付事務の休日対応等の勤務に加

え、業務多忙による代休取得が困難となり、取得率が低下し目標値に達しませんでした。 

  次に、取組方針（２）組織力の強化と働きやすい職場環境の整備、42.職員提案制度の充

実については、１件の申出がありましたが、正式な提案に至らず昨年度に引き続き、ゼロ件

で目標値を達成しませんでした。こちらにつきましては、次年度以降、職員向けの周知を兼

ねたアンケートの実施を検討しているところでございます。 

  次に、44.から46.のテレワークの推進については、令和３年度の試行段階においては全

職員が体験的に実施をいたしましたが、令和４年度の本格導入においては、職員の意思等に

より実施したところ一定数にとどまったため、目標値を達成しませんでした。今後もテレワ

ークを推進することにより事務効率、生産性の低下を招くことなく育児・介護の対応など、

個々に応じた柔軟な働き方ができる職場環境を推進して、働き方改革の実現を目指してまい

ります。 

  ６ページをお願いいたします。 
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  次に、重点項目３、効率的・効果的な事業の推進の取組方針、（１）質の高い行政サービ

スの提供の指定管理制度の活用については、現在、48の双葉登美団地地域し尿処理場から

57.双葉ふれあい文化館までの10施設において、指定管理者制度を活用しております。 

  53.竜王西保育園から57.双葉ふれあい文化館の５施設については、燃料高騰により経費

削減額が目標値に達しませんでした。 

  次に、60.納付方法の充実については、市広報誌により口座振替推進やスマートフォン決

済の周知等を行ったことにより、コンビニやスマート決済の件数割合が年々向上しており、

目標を達成しております。 

  （中断） 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。それでは……あの訓練でしたね。10時からとい

うことでしたので、今、私たち誰も初期訓練ができなかった。本来、机の下に潜らなきゃい

けなかったんですけれどもね。 

  それでは、続けてお願いいたします。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） ６ページの61から説明させていただきます。 

  61.おくやみ支援コーナーの実施については、広報紙や山梨日日新聞への掲載、ウェブ予

約の導入や竜王庁舎の予約枠を１日最大３枠から５枠に拡大したことにより、昨年度実績よ

り大幅に増加し目標を達成しております。 

  64.図書館におけるＷｉ－Ｆｉサービスの提供については、新型コロナウイルスの影響に

より利用時間や座席数等一部に制限はありましたが、令和３年度のような臨時休館がなかっ

たため、学生の学習やビジネスマンのテレワークなどのＷｉ－Ｆｉ利用により、前年度実績

より大幅に増加し目標を達成しております。 

  次に、67.マイナンバー制度活用の研究については、各庁舎やラザウォーク甲斐双葉での

申請サポートブースの設置や市内事業者及び日本航空学園への出張申請、マイナポイント第

２弾の効果により、前年度実績より大幅に増加し目標を達成しております。 

  69.窓口申請のデジタル化の検討については、ロゴフォームの新規導入により、前年度実

績より大幅に増加し目標を達成しております。 

  ７ページをお願いいたします。 

  取組方針（２）協働によるまちづくりの推進について、72.介護支援ボランティア事業の

実施については、新たに配食サービスに関するボランティアを当該事業の対象とし、活動時

間の増加につながったことから、前年度実績より大幅に増加し目標を達成しております。 
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  73.防災リーダーの育成については、新型コロナウイルス感染症感染防止対策として、各

自治会から１名の推薦、60名の募集人員を行いましたが、修了認定者数は44名となり、防

災リーダーは年々増加しておりますが目標値には達しませんでした。 

  次に、74.審議会等委員への女性登用については、委員定数の削減もあり総体的に女性の

比率が低下したことにより、昨年度実績より減少し目標値には達しませんでした。 

  77.市民公募制の推進については、所管課へ啓発を行い昨年度実績より増加しましたが、

目標値には達しませんでした。今後も甲斐市審議会等の設置及び運営に関する指針で定める

30％を達成するため、市政への市民参画機会の確保を推進していきたいと考えております。 

  次に、取組方針（３）業務改善の推進について、81.一般競争入札の拡大については、今

までの指名競争入札の対象としていたものを、一般競争入札に移行したことにより割合が増

え、前年度実績より大幅に増加し目標を達成しております。 

  次に、82から84の節電等の実施については、竜王庁舎において選挙の実施やＬＥＤ照明

化の先送りにより、計画どおり電気使用量が削減できず、目標値には達しませんでした。敷

島庁舎及び双葉庁舎においては、目標を達成しております。 

  次に、87.ＡＩ・ＲＰＡを活用した業務改善の研究につきましては、保育所事務のデジタ

ル化において紙媒体の入所申請書類をＡＩ・ＯＣＲを活用し当該データのシステム入力処理

をＲＰＡで自動化した後に、入所選考はＡＩマッチングにより実施したことで、前年度実績

より大幅に増加し目標を達成しております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  次に、重点項目４、公共施設の適正管理の（１）公共施設等マネジメントの推進について

は、91.学校長寿命化計画の見直しについては、竜王南小学校屋内運動場長寿命化改修工事

を計画どおり実施いたしましたが、敷島北小は令和５年度、双葉西小は令和６年度に完成す

る予定に見直したことから目標値には達しませんでした。 

  次に、（２）公共施設の評価・公表については、公共施設等の情報の一元化や公共施設カ

ルテの作成公表を行い、目標を達成しております。 

  以上、第４次甲斐市行政改革大綱の令和４年度実績及び令和５年度目標についての説明と

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） それでは、説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  委員より質疑ありませんか。 
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  内藤委員、どうぞ。 

○委員（内藤久歳君） これは、総体的なことをやっているんで、所管が違っちゃうかな。答

弁できないけど大丈夫。 

〔「答えられる範囲で」と呼ぶ者あり〕 

○委員（内藤久歳君） ７ページのさっきの説明で、節電の実施ということで双葉と敷島は達

成できたんだけど、竜王は未達成だという報告があったよね。それって当然やることに関し

ては、３庁舎一体的な中でやっていると思うんだけど、それが目標が達成できなかった要因

というのは、どんな要因があるのかな。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 竜王庁舎につきましては、今、エレベーター改修とかしてお

りますけれども、いろんな工事の関係も踏まえて、令和４年度にするのではなく、今後脱炭

素の関係も含めたいろんな改修等の中で行ったほうが、ということで令和４年度計画だった

ものを見送ったという経過がございます。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、そのことに関しては比較が正式な比較にはならないとい

う判断でいいということかな。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 毎年、計画も見直している中ではございますが、先ほど学校

のほうもありましたように敷島北小学校も本来、令和４年度にやる予定でしたが、それ以外

にちょっと障がいをお持ちの子の関係の工事等を優先するということで、しなかったという

ような流動的になる部分もございますので、必ずしも掲げた目標に対して実績がいかなけれ

ばいけないというよりは、状況に応じて実績等が変わってしまうというところがあるという

ことをご理解いただければと思います。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 大事なことは、要するにそういう同じ方向に向かっているんだけど、

何がその原因というか要因でこういう形でもってできたという、その辺のところをしっかり

把握しておかないと同じ方向に進んでいく上において、やっぱりね、比較した場合、納得で

きないというか方向性がちょっとだれちゃう。その辺をちょっと今後明確にしておく必要が

あるかなと、今、課長が答弁してくれたから分かるんだけど、その点に視点を置いてこうい

う目標値を設定しながら進んでいくっていうことは必要かなと思って、今後もよろしくお願
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いします。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの真ん中です。78のパブリックコメントの実施・充実とあ

るんですが、実施は当然知っていると思うんですが、充実という意味では返答というか軽減

が出てきている状況はどんな状況か、分かる範囲で結構です。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 令和４年度はパブリックコメント３件がございました。その

うち１件につきましては、県央連携中枢、やまなし県央連携中枢が１件ございまして、あと

の２件につきましては、甲斐市の計画等でございましたけれども、基本的に甲斐市における

パブリックコメントの意見等はございませんでした。 

  以上になります。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか、松井委員。 

  ほかに質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） ５ページのところで、テレワークのお話があったんですけれども、コ

ロナの収束とともに大企業においてもテレワークを見直してですね、出勤を基準にするみた

いなところがだんだん動きが出てきている中で、例えば、今後そのテレワークをどのような

位置づけで考えていくのか。先ほど育児だなんだという部分もあったと思うんですけど、そ

の辺どうなんでしょうか。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） テレワークにつきましては、なかなか建設課みたいな現場が

あるところとか、しづらいような状況ではございますが、先ほどご説明させていただいたよ

うにですね、育児・介護などの職員のそういった対応にも自宅でテレワークすることで仕事

はできるようになりますので、その辺柔軟な対応として働き方改革の実現を今後も目指して

いきたいと考えているところでございます。 
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○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） すみません。では次のページのＷｉ－Ｆｉサービスの提供というとこ

ろなんですけれども…… 

○委員長（滝川美幸君） 加藤議員、すみません。質問は１問。 

○議員（加藤敬徳君） 分かりました。 

○委員長（滝川美幸君） 再質問でない場合は１回です。よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ほかにありませんか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、第４次甲斐市行政改革大綱の令和４年度実績及び令和５年度目標についてを終わ

ります。 

  次に、（３）甲斐市公民連携の推進について、担当より説明をお願いいたします。 

  酒井経営戦略課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  それでは、内容（３）の甲斐市公民連携の推進について、ご説明させていただきます。 

  資料の９ページをお願いいたします。 

  初めに、１の事業名は、甲斐市公民連携推進デスク『ＯＰＥＮ ＣＩＴＹ ＫＡＩ』の設

置についてでございます。 

  ２、事業概要につきましては、本市の公民連携推進に関する総合調整を行い、担当部署と

事業者の橋渡しをする公民連携推進窓口を総合戦略部内に開設をいたします。 

  甲斐市公民連携推進デスクの名称を『ＯＰＥＮ ＣＩＴＹ ＫＡＩ』とし、統括責任者を

総合戦略部長、事務局は経営戦略課経営企画係といたします。担当については、連携する事

業の案件により関係職員が参画をいたします。 

  ３の背景でございますが、人口減少・少子高齢化、市民ニーズの多様化などによって行政

課題は複雑・高度化しており、行政だけで課題解決を図ることが困難な状況であるため、行

政と民間事業者が連携し、これまでＰＰＰ（公民連携）や指定管理者制度など民間ノウハウ

を活用した公共施設サービスの提供などに取り組んでいるところでございます。 

  一方、近年ＣＳＲ（社会貢献活動）やＣＳＶ（本業での社会貢献）に取り組む企業等が増
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えており、行政との連携や社会貢献活動を望む企業等のニーズが増えている状況でございま

す。 

  今後はより一層、行政と企業や大学等との連携やネットワークによる市民サービスの向上、

地域課題の解決、地域の活性化を図り、社会を支えていくことが重要となってまいりますの

で、公民連携窓口を開設するものでございます。 

  ４のこれまでの取組といたしましては、平成18年度から指定管理者制度を導入し、民間

ノウハウを活用した公共施設サービスの提供を行っております。 

  平成28年度には、甲斐市公共施設等総合管理計画を策定し、計画の中でＰＰＰ、ＰＦＩ

等による民間活力の活用について検討を図ってまいりました。 

  令和５年度には、①の山梨県及び山梨中央銀行が事務局となる「やまなしＰＰＰ/ＰＦＩ

地域プラットフォーム」に参加をいたしました。また、②につきましては、６月に本市にお

いて、講師に山梨中央銀行を迎え、職員及び議員さんを対象とした勉強会を開催いたしまし

た。③は経営戦略課及び関係課が先進地の視察として、沼津市、横浜市、茅ケ崎市を訪問し、

意見交換をはじめ、アドバイスをいただいたところであります。 

  ５、現状としまして、公民連携の現状でありますが、（１）行政改革の取組として、指定

管理者制度の導入などによる民間活力を活用しております。また（２）防災、健康、子育て

など幅広い分野にわたって包括連携等の協定を、山梨大学、山梨中央銀行、大塚製薬、サン

ロード、日本航空学園などと締結しており、連携して授業等を実施しております。 

  しかし、より一層、公民連携を推進していくためには、企業等からの相談受付窓口を明確

にして、企業等の提案やノウハウ等を活用することを目的とする、公民連携推進デスク『Ｏ

ＰＥＮ ＣＩＴＹ ＫＡＩ』を設置し公民連携の取組を積極的に推進してまいります。 

  今後のスケジュールといたしましては、令和５年12月に公民連携推進デスク『ＯＰＥＮ 

ＣＩＴＹ ＫＡＩ』を設置し、推進していく予定としております。 

  資料の10ページをお願いいたします。 

  この公民連携推進デスク『ＯＰＥＮ ＣＩＴＹ ＫＡＩ』の概要イメージ図になります。 

  図の左側は、ステークホルダーとなり得る企業や教育機関、ＮＰＯ等が行政との連携を提

案したくても、どこに相談したらいいのか担当課が分からない、相談してもたらい回しにな

る、などの事象に対し、窓口があることで相談しやすくなります。 

  右側の市役所側では、課題解決に向けて企業と連携をしたいが、特定の企業と連携するル

ールやスキームが分からない。アイデアを実現可能とする情報を得たいなど現状では連携協
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働の進め方が分からない等の不安が解消されます。 

  今後、対等な立場で対話を通じたアイデアを生かしたイノベーションにより、左側の企業

等にとっては吹き出しにあるよう、公的活動を通じた企業価値の向上、ビジネスチャンスの

開拓、社会貢献や人材の育成につながります。右側の市にとっては多様な民間活力の活用に

より、市のコスト削減や地域イメージのアップにつながり、最終的に下段の市民サービスの

向上、地域課題の解決、地域の活性化が図られるものと考え、公民連携を推進していくもの

でございます。 

  以上、甲斐市公民連携の推進についての説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○委員長（滝川美幸君） それでは、説明が終わりました。 

  委員より質疑を受けたいと思います。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 12月からということはすぐ開設・設置するんですが、具体的に何か

課題が出てくるのか何かもう少し具体的なものがあれば、参考までに。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 12月に設置をして、市のホームページまた、先ほど言いま

した県のプラットフォーム等も活用しながら広く甲斐市は民間のご意見を伺うということを、

周知をまずはしていきたいと思っています。 

  課題につきましては、各課で今、主な課題等ということで整理をしているところですので、

その内容等を今後民間のお話も聞けるような体制は取っていきたいと考えているところでご

ざいます。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ちょっと教えてほしいんだけど、３番のＣＲＳそれからＣＳＶという、

この言葉ってちょっと初めて聞いたような気がするんだけど、ちょっと具体的に社会貢献活

動、それから本業での社会貢献という、この内容的なものをちょっと説明してくれる。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 昨今、企業のほうも地域貢献とか社会貢献というような形で

言われている内容になります。 

  まず、このＣＳＲ（社会貢献活動）と書いてあるのは、企業が社会的貢献を目指すもので、
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この場合は、企業側は利益を度外視というような形になっております。また、ＣＳＶのほう

につきましては、企業が利益と社会的課題を両立させることによって社会貢献を目指すよう

なものをこのＣＳＶと呼ばれているような状況でございます。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これが企業の支援されたそれが分かっていて、これに行政が絡むとい

うことは、当然その企業としての利益あるいは、その利益は無視されるという社会貢献活動

ということに関して、企業に対して市が例えば、事業的なものを委託したりするというそう

いう意味合いもあるということ。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 今のように本来、今後この公民連携でやっていきましょうと

いうものは、例えばですけれども人口減少が著しい場合に、何とか移住定住等で人口を増や

そうとかっていうような課題を持っているような場合、そのノウハウを持っている民間企業

のお話を聞く中で、これは本当にあの対話を計画段階から対話をする中で、民間のアイデア

を聞いて。 

  これまでどちらかというと市のほうは、市が考えた行政の課題に対して民間に委託という

形で出しているものを、民間からどのように解決したらいいかというのを、最初からノウハ

ウを持っているところと話をしながら、その中で最終的には金額等というものも協議をして

いくというような形で、対等な立場で対応を始めるというところが、公民連携の主立った内

容になってくるかと思います。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、このイメージ図を見ると１番に右側が市の職員という感じで、

この真ん中に２人いるんだけど、そのつなぎ役というところを一元的な窓口、コーディネー

ター的役割ているんだけど、この役割というのはどこの誰がするの。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） まずは、市の中に置くのは、これは総合戦略部に置くという

ことに。事務局を経営戦略課の企画政策のほうが、経営企画のほうが行うような形となりま

す。 

〔「事務局で経営戦略課長だね、分かった、分かった」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、この右側の部分は庁舎のそれぞれの所管によってさまざまな
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あれがあるじゃんね。そういうことも総合的に判断して、ここに相談をここが窓口になって

いくというそういうイメージでいいということ。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） おっしゃるとおりでございます。 

〔「なるほどね」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この間、今、今度ほら、立地適正化計画を策定したじゃんね。それで

スマートシティとかそういう今から所管が違うんだけど、そういう所管の課題とかそういう

ものもあって、その点に関してもここが窓口になって、どこかコーディネートするという役

割も持つということだね。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） はい、おっしゃるとおりでございます。なかなか公民連携は、

どちらかというと都市計画課はもう既にいろんな意味で対話というような形で、篠原地区公

園の計画等も進めたりとかしているところですが、なかなか庁内職員の中でこういった手法

を分からない部署もございますので、そういう意味からいくと、何しろ窓口としてをつくる

中で、職員同士でもいろんな課題の内容を聞いて、それに見合った事業者のこのデスクとな

る経営戦略課のほうで探すなり、いただいている話のものを所管になるところを集めた中で、

うちのほうが取り入れるかどうかっていうようなことを、検討するためのデスクとするもの

でございます。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、業務が増えるわけだから、窓口をつくるということは。そし

て、それに対してその人員の増員とかそういうことはするの。 

○委員長（滝川美幸君） 丸山部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 今回の相談窓口というのは、事例で話しますと例えばＣＲＳ

みたいな社会貢献活動みたいなもの。例えば、本市で言うと、大塚製薬さんと包括連携が進

んでおりまして、やはりその健康面とか医療面とか、要するに会社として広く国民や市民に

伝えたいような無償による公示みたいな場合。 

  逆にＣＳＶのようなですね、要するに業者利益、例えば、新しい商品開発をしたんだけれ

ども、窓口に行ったら対応してもらえなかったと。 

  しかし、この新しい新商品は例えば、脱炭素でできると、いうような場合というのは、効
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果があるものについては要するに、事業畑と推進するもの。 

  ですから、一概に何でもかんでもという話になってしまうんですが、ＳＤＧｓの推進とか

複数にまたがるようなものについては、ここを窓口として的確に民間のノウハウやそのもの

自体を庁内に浸透させたり、逆に庁内で分からないことを新しい窓口が企業に発信して情報

をいただくという総合的な窓口ですので、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） まとめは分かったんだけれども、ただ結局業務が今の体制的には、今

の人員でやるということでしょ。要はその中で業務が増えて、要するにいろいろな課題とか

なんとかあって、そういうものを消化できるだけの体制があるか、人員的に増員をしなくて

もいいのかという、そういう部分を聞いてるわけ。 

○委員長（滝川美幸君） 丸山部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 現在、現実的には行っております。それを本来であれば今後、

市とすれば公民連携推進に当たっては組織の編成等の検討を進める一つの手法として、まず

は総合戦略部内で調整させていただくような形です。ですので、今の人員で対応してまいり

ます。 

○委員（内藤久歳君） はい、了解です。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  委員より。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 10ページのですね、今、これを見て『ＯＰＥＮ ＣＩＴＹ ＫＡＩ』

の概要イメージということで最後に、３本柱といいますか、住民へのサービスの向上とか地

域課題の解決、また地域の活性化ということが書いてあります。 

  これで、前のページに戻って、今の現状の中の２番に今の説明の中にも５つの山梨大学か

ら日本航空学園とあって、今後はもっとこういうなんて言いますか、企業というかそういう

ところも増やすということも考えている。いろんな12月から始まることですけれども、そ

ういう拡大して徐々にやっていくということを考えておるということですかね。そこのとこ

ろをちょっとお願いします。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） そうですね。いろんな企業等のお話を聞く機会をつくり、甲
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斐市にとって導入したほうがいいというものについては、積極的に連携等をしていきたいと

考えているところでございます。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ほかに委員より質疑は。 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） 公民連携のシステムで、先進的にやっている沼津市、横浜市、茅ケ崎

市に視察に行かれたということなんですけれども、この市ではこのシステムをどういうふう

に活用して、どういう企業と連携して活用して、どういう成果が出たとかっていうのは分か

りますか。 

○委員長（滝川美幸君） 丸山部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 横浜市は、いち早く、国の政策に基づいた中で、この公民連

携の相談窓口を開設しております。大手企業、一般のスーパーゼネコンから始まりまして、

地元の中小企業までが相談窓口で提案を受けているようなところです。ちょっと企業名は今、

手元にないので申し訳ございません。 

  茅ケ崎市については、今年度から新たに設置をした自治体であります。双方ともやはり同

じ共通点が、例えば、民間から提案があったものをたらい回しの防止とか、逆に新たに民間

のノウハウを受けることによって、単なるこれまでコンサルとかに発注していたものに対し

て、事前に市が民間の情報を得た中でコンサルの提案を精査するなど、活用していくという

方針ですので、どの企業がというよりもやる気がある企業が、我々の相談窓口に来てもらう

ということをどの自治体も実施しております。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  それでは、委員はよろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、委員の質疑を終了いたします。 

  傍聴議員、質問ありますか。 

  加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） すごくすばらしい取組だと思います。これは例えば企業とかＮＰＯと

か本当にありとあらゆる分野のそういうところが対象になるかと思うんですけれども、例え

ば、甲斐市でこういうことをやりますよということを周知するというのはどういったふうな
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やり方でするのか。もっと幅広くそういう情報をやっぱり広げたほうがいいと思うので、そ

の辺どう考えていますかね。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） デスクを設置したという周知につきましては、市のホームペ

ージで広くすることと、あとは先ほどもちょっとお話しさせていただいたんですけど、県の

ほうがプラットフォームを持っています。そちらのほうへ発信するのと私ども中銀さんとも、

山梨中央銀行さんとも連携をしておりますので、中銀さんを介したような発信等も考えてい

きたいと思っているところでございます。 

○委員長（滝川美幸君） 加藤議員。 

○議員（加藤敬徳君） 分かりました。もっとね、本当に幅広く周知できる方法を考えていた

だいて、ぜひ広めてもらえたらと思います。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  若尾議員。 

○議員（若尾彰子君） 公民連携といいますと企業のイメージが強くあると思うんですけれど

も、今後このＡ４の横版のほうにありますステークホルダー、ＮＰＯ等などもありますが、

今後はそういったＮＰＯだとか様々な団体、特に制限はせず、まずは相談を受け付けるとい

うような形で対応していく予定でしょうか。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） ここにあるとおり、企業ばかりではなくＮＰＯ、また市民の

団体、そういったところが甲斐市と一緒にこういうことをやりたいというような提案をいた

だいて、私どもが話を聞く中で、内容がよければ実現に持っていくというような考え方でい

きます。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

  それでは、以上で質疑を終了いたします。 

  これで、甲斐市公民連携の推進について終わります。 

  引き続き、（９）その他を行います。 

  総合戦略課よりその他がありますので、説明をお願いいたします。 

  酒井課長。 
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○経営戦略課長（酒井厚志君） 引き続き、よろしくお願いします。 

  本日、お手元のほうにお配りさせていただきましたカラーＡ４の両面刷りのものがござい

ます。こちらにつきましては、９月の追加補正でお話をさせていただきました自動運転の実

証運行を行うと。国の補助金10分の10を使って行うというものでございます。スケジュー

ルや運行コース等が決まりましたので、本日、お話をさせていただきたいと思っています。 

  まず、カラーのタイトルがある敷島台エリアにおける自動運転車両試乗会を実施というも

のをご覧ください。 

  まず、運行については、使用車両はゴルフカート型ということで、ヤマハゆっくりカート

ということで最大19キロメートルの速度が出るものですが、実証実験には最大10キロメー

トルから12キロメートルで走行をすることになります。 

  乗車人数については１回当たり最大２名となります。 

  ルートにつきましては、裏面を見ていただきますと、敷島台の中を赤いところで回るよう

な形です。もともと敷島庁舎周辺ということで考えていたところなんですが、ゴルフカート

ということもあり、事故等があった場合はちょっと危険になるということもありまして、運

行等をお願いする名古屋大学、自動運転の研究をしている名古屋大学が経営する会社のほう

が現地を見た中でこのコースでやりたいということになりまして、コースがこのように決定

したところでございます。 

  すみません、表面に戻っていただきまして、運行スケジュールでございます。 

  11月９日からまずは地図データ等を作成、試走を行います。 

  次に、11月13日から18日、今、ルートを見ていただきました敷島台自治会の中で、走行

で、こちらにつきましては、試乗会ということで地元の敷島台とかそういった方々に乗って

いただくことが可能としております。 

  次に、11月19日の日曜日ですが、こちらにつきましては一般向け体験試乗会ということ

で、敷島保健センターの周辺で行います。こちらにつきましては、広報等でも周知をする中

で広く一般の方に来ていただくようなことを考えているところでございます。 

  以上、簡単ではございますが自動運転の実証実験を行う内容となります。議員の皆様にも

ぜひ乗車いただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等はありますか。 

  松井委員。 
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○委員（松井 豊君） 普通の自動車の走行があるわけだけれども、その辺はこの３Ｄ Ｌｉ

ＤＡＲですか、こういうもので検知して対応できるということですか。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） おっしゃるとおりでございます。ここの写真にあるようなコ

ンピュータ等が制御等しながら自動運転で走るものでございます。 

○委員長（滝川美幸君） ほかに委員より質問ありますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 確認をしたいんだけど、これは試乗するそのコースもあって、ここの

住民に対しての周知は当然やりますということと同時に、住民は、このことに関係なく例え

ば、規制をするとか、そういうことなくて普通どおりの状況の中でやるという認識でいいの

かな。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 通常どおり、住民の方は通行もしくは歩行とか、自動車の運

転はしていただく中で、この自動運転等がどうなるかというのも、実証実験として見ていく

というような状況になります。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、乗るのは普通の人が乗るわけで、無人で自動運転になる

わけだよね。誰か補助的に緊急事態にブレーキがかかって止めるとか、そういうようなその

安全対策はどうなっているの。 

○委員長（滝川美幸君） 酒井課長。 

○経営戦略課長（酒井厚志君） 説明が至らずすみませんでした。実証実験ということですの

で、名古屋大の開発しているチームのほうが乗車はいたします。運転はしませんけど何かあ

ったときには停止とかそういった操作は全てそちらのほうで行うこととなります。 

  あと、車両として走行するためのナンバーもちゃんと取得をしておるので走行をいたしま

す。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） たまたま車両という話が出たんだけど、その車両というその位置づけ

って当然、その陸運局へ登録とか、そういう公道を走るわけだよね。そうするとそういうこ

とも必要なので参考までにちょっと教えてくれる。 
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○委員長（滝川美幸君） 丸山部長。 

○総合戦略部長（丸山英資君） 現在、このサイズの車っていうのが小型特殊自動車という型

で市がナンバーを出す、水色のナンバーですかね。それをつけますので一般公道を走れると

いう部分です。 

〔「なるほど。はい、了解です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  それでは、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、その他を終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員が入室いたします。１時間たっておりますから少し休憩を取らせ

ていただきますね。じゃすみません。５分ということですのでよろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１０時４２分 

 

再開 午前１０時４８分 

 

○委員長（滝川美幸君） それでは、会議を再開いたします。 

  次に、（４）パートナーシップ制度の導入について、担当より説明をお願いいたします。 

  久保田市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） お疲れさまです。 

  市民活動支援課からパートナーシップ制度の導入について、ご説明させていただきます。 

  資料の11ページをお願いいたします。 

  国は心の性、体の性、表現の性が一致していない性的マイノリティへの理解を広めるため、

今年６月にＬＧＢＴ理解増進法を制定しました。 

  また、県は今年３月に制定した山梨県多様性を認め合う共生社会づくり条例に基づき、昨

日11月１日から山梨県パートナーシップ宣誓制度を開始したところであり、本制度を効果

的に運用するため県内市町村との協定締結を進めているところであります。 

  本市においては、甲斐市男女共同参画推進委員会が本制度の導入について、市民アンケー

トを実施し回答の79.3％の人から「賛成」または「どちらかといえば賛成」の回答がござ

いました。 

  また、今般の性的マイノリティへの理解を広める動きなどの社会情勢に鑑み、推進委員会
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から市においても本制度の導入が必要との見解が示されました。 

  なお、アンケート結果については、次の12ページに掲載しましたので、後ほどご覧くだ

さい。 

  次に、３、本市の取組として、市はパートナーシップ制度の導入を進めてまいります。本

制度の導入を進めるにあたり、市単独よりも県と連携することで当事者の暮らしやすさが増

大することから、協定を締結した上で県の制度を活用してまいります。 

  市が本制度の運用を開始する時期は、令和６年１月を予定しておりますが、県との協定締

結や関係各課との調整が整い次第、運用を開始してまいります。 

  制度導入により想定される関連サービスについては、13ページをご覧ください。 

  ９つの関連サービスを想定しております。 

  条例等の改正が必要なサービスとして、公営住宅の入居に関する例規については、令和６

年３月、市職員の福利厚生については、県内13市の人事担当者の勉強会を実施していると

ころであります。 

  若干の運用変更がございますが、現在の要綱等で提供可能なサービスが７つございます。

（６）の住民票の記載では、県のパートナーシップ宣誓書受領書の提示により、続き柄をこ

れまでの同居人ではなく、縁故者への記載が可能となっております。 

  資料の11ページにお戻りください。 

  ３の（５）をご覧いただきたいと思います。 

  現在、ＬＧＢＴＱの理解に関する施策について、市の総合計画や甲斐ヒューマンプランへ

の位置づけはございませんが、次期計画では関連施策を加えてまいりたいと考えております。 

  ４、周辺自治体の状況でありますが、甲州市と韮崎市が独自の制度を導入しておりますが、

他の自治体については、県制度での導入を進めております。 

  なお、14ページにパートナーシップ制度などの概略を掲載しておりますので、後ほどご

覧いただきたいと思います。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 昨日から県が始めて、１人だかいたと新聞に載ったんですけど、市が

進める方向としては県のそのあれに基づいた内容で、横滑りって言ってもいいかどうか分か
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んないけど、それに基づいてやっていくと。その中で市が独自にどうのこうのするっていう

内容的なものはないっていうことですよね。その辺のところはどうなんですか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） こちらのほうの制度につきましては、県のほうで宣誓

書を受けていただいて、その受領書を県が発行します。そちらのほうの頂いた受領書を持っ

て、例えば、市のほうの条例等の改正が必要になってくるかと今、担当課で検討しておりま

すけれども、そちらのほうを提示することによって、本来、男女の夫婦でしか入れないもの

を、そのパートナーで一緒に入れるというところもまた可能になってくるということもあり

ますので、県のほうの制度、県のほうの制度を使った宣誓書によって、市のほうでサービス

を受けるというような形を取っていきたいと考えております。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、条例改正は２つの部分と７つだっけ、サービスが受けら

れるというその辺の、このつなぎの条例の改正の関係とか、そういう部分においてこれ今、

12月１日だっけ、市がやっていくのは、日程的に。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 市のほうでは、令和６年の１月を予定しております。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ６年まであともう２か月しかないんだよね。２か月。１日からやると

いうことは２か月の間にその準備を整えるということになるわけで、それについて、十分対

応できるというか間違いなくできるとかそういうところはどうなんですか。できるからやる

って言ってるんだと思うけど。どうですかね。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） こちらの制度、パートナーシップ制度のほうなんです

けれども、この制度自体がなくても受けられるサービスが７つあります。 

  今、現在の要綱でも受けられますので、そちらのほうを受けていただくと。条例改正が必

要な公営住宅については、今後検討して３月までにはやりたいというような考えを担当のほ

うではいただいております。 

  市職員のほうの福利厚生につきましては、今、県内の市のほうの人事担当者のほうで今、

勉強中でありまして、それを今後どうしていくのかということを今、検討しているというこ

とを伺っております。 
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○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これは、ちょっと質問としてはふさわしくない部分もあるかと思うけ

ど、本市においてね、そういったその対処というか、そういう人員というか、そういう家族

というかそういう人って把握しているかどの程度いるのか、内容その辺のところはどうなん

ですか。行政としては調査の方法もないし、どうだこうだという部分もあると思うけど、な

んかその辺のところで、対象者というかそんな人を把握はしているんですか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 市としてそういうＬＧＢＴの方とかそういうのを把握

しているかというのにつきましては、把握はしておりません。 

〔「分かりました」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ちょっと確認ですけど、この問題についての取組ということで、市単

よりも県と連携したほうがいろんなことでやりやすいということの中で、その下にも書いて

あります。近隣の市町村でも今、説明で甲州市、韮崎市でまた、今後は４市ぐらいあるとい

うことだよね。この内容について資料の２の７項目がある全部ほとんどこれはもうどこの市

も今、甲州、韮崎もそうなんでしょうけど今後、甲府や南アルプス、うちもそうなんだけど、

全部ほとんど内容的には同じことで県と連携だからやるというそういう意味合いでよろしい

ですか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 各市の内容等について詳しくは把握しておりませんけ

れども、大体市のサービスですのでだいたい似たようなものがあると思います。公営住宅が

ないところとかについては、もちろんサービスがございませんが、例えば、韮崎市さんと甲

州市さん、市民病院か何かお持ちだと思うんですけれども、市民病院で例えば、パートナー

の方が入院してて、それを婚姻関係ない人が病状を聞くとかそういうことって基本的には今、

できないんですけれども、そういうパートナーシップ宣誓制度を使ったことによって、それ

が可能になってくるということは伺っております。 

〔「了解です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） １の経緯の下のほうなんですが、本制度を効果的に運用するため市町
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村との協定締結とあるですが、個々の自治体でやるものなので県との連携がどういう効果な

のかちょっと分からんとこがあります。締結がいつか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 県のほうとの県の制度を使って協定を結んで締結する、

していくということになりますと、例えば、県内の協定を結んだところの市町村から本市に

転入してきたりとか、逆に本市のほうから転出していくといったときに、同じような制度が

使えると、サービスが使えるということもありますし、例えば、民間のほうにも入ってくる

んですが、民間とか甲府市の場合ですと、病院が、市営の病院がありますけれども、そうい

うところにかかるときに、そういう先ほどのパートナーが入院した場合の病状説明なども適

用になってくるんではないかと想定しております。 

  あと、もう一つ。いつ締結かということですけれども、準備が整い次第、締結をしたいと

考えております。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  委員の質疑は以上でよろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、委員の質疑を終了いたします。 

  続いて、傍聴議員、質問ありますか。 

  若尾議員。 

○議員（若尾彰子君） このパートナーシップ制度なんですけれども、県の要綱を確認します

と、配偶者がなくという要件があるんですが、これって実際に確認されたりとかするんです

か。要は、異性との婚姻関係にある人が同棲だったりだとか、新しく別の人とパートナーシ

ップを結ぶことができるのかどうか、そういったそれを予防する対策っていうのは、取れる

のかどうかっていうところをお願いします。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） こちらの制度自体、宣誓が県のほうで受付をしていま

す。県のほうでその配偶者がいるかどうかとか、という関係につきましては戸籍の提出があ

りますので、そちらのほうで確認が取れると思います。 

  ほかにパートナーの宣言をしないかどうかというのは、県内であればいいと思うんですけ

れども、よその県とかですとなかなかその辺はどうなのかというのは、申し訳ないですけど

聞いておりません。 
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○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） ほかに質疑がなければ以上で、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、パートナーシップ制度の導入について終わります。 

  次に、（５）住宅新築資金等貸付事業特別会計の廃止及び一般会計への移行について、担

当より説明をお願いいたします。 

  久保田市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 引き続き、市民活動支援課から甲斐市住宅新築資金等

貸付事業の特別会計の廃止及び一般会計への移行について、ご説明させていただきます。 

  資料は、15ページをお願いいたします。 

  経緯から説明させていただきます。 

  住宅新築資金等貸付制度は、国の法律に規定された歴史的な背景により、身分差別を受け

ていた地域に居住する住民及びその地域の出身者を対象に、居住環境の整備改善を図ること

を目的とした制度です。 

  資料はこの対象者が住宅の新築または住宅用地の取得に必要な資金の貸付を行い、住宅新

築資金等貸付事業特別会計において、事業執行してきました。 

  なお、この国の制度は平成14年に終了しております。 

  次に、事業概要をご説明いたします。 

  本市の事業期間は、旧竜王町及び双葉町で事業執行しており、昭和55年から平成10年ま

で、貸付事業を行っております。関連する条例につきましては、平成16年の３町合併に伴

い、廃止となっております。貸付は33名に対し、元金総額３億6,932万円で内訳については

表のとおりであります。 

  また、令和４年度の滞納者は12人で滞納総額は１億3,276万9,966円であります。この特

別会計を設置した本来の目的である貸付事業については、既に終了していることから、県償

還金支払いが終了する令和５年度末で特別会計を廃止し、令和５年度当初予算から一般会計

へ移行いたします。すみません。失礼しました。令和６年度当初予算から一般会計へ移行い

たします。 

  一般会計へ移行しましても滞納金の回収を行ってまいりますが、より計画的な債権管理に

努めてまいります。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 
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○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） かなり極めて特殊な特別会計だったんで、もうこういう一般会計に入

れることについては賛成ですので、ただ、滞納回収がかなり厳しいと思うので、その辺はよ

ろしくお願いします。 

○委員長（滝川美幸君） 質問はよろしいですか。要望ということで。よろしくお願いいたし

ます。ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の滞納の件ですけどね。これを今度、市が一般会計の中で回収をし

ながら、ということなんですけれども、これって普通の税制の中では滞納じゃなくてあれが

あるじゃないですかね、５年で終わる。ごめん、時効。そういうその措置って不納欠損等も

含めてね、そういうことに会計上はなるのか、それともこの返済がある以上は、永久的に返

済していくのか、そういう処理の問題に関してどんな流れになるのかなというのがひとつ聞

きたいんだけど。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） この滞納している貸付金につきましては、時効が５年

になっております。これ市債権といいまして民法上の債権になってきますので、こちらのほ

う時効が成立するためには援用という形で本人が言う形になるんですけれども、そういうの

は、なった場合は今度は不納欠損という形で議会のほうに諮りまして、承諾を得た中で承認

を得た中で決していく形になります。 

  あと今、行っているのが相続放棄を全員されてしまいまして、その関係でもう債権を回収

することができないという形になったものについては、相続財産清算人という形で裁判所の

ほうに、お願いをしましてそこの選んでいただいた弁護士さんとか、清算人のほうが処分し

てその回収金を市に入れていただくような制度を取っています。 

  それが終わりますと、もう回収するすべがございませんので、不納欠損という形でやって

いくような感じになってきます。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 担当の皆さんは非常に大変な回収になると思うんだけど、それ今、説
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明してもらったことを含めて、要は最終的に財産放棄をしている。この12人のうち相続放

棄をしている人はどれくらいいるんですか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 全員が、相続人全員が放棄したものについては１件、

今現在、相続放棄を手続を進めている案件につきましては、２件ございます。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ３人いて、あとの９人はまだ継続的に一応払っているということで、

相続放棄をしているということは、借入れは払って返還はしていないということでいいって

いうことですか。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） 相続放棄の手続が完了した方については、そこはもう

払っておりません。その他２人、相続手続の途中のところについても、返済はございません。 

〔「なるほどね」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、最終的にはそういう形で相続放棄して、裁判所の決定

があってその建物とか土地というものがあるんだけど、それを処分しても、市が負担という

か整理をするその金額というのはかなりのものが発生するという一般会計を補塡するという

ことだよね。その補塡に関してはね。そういう形に将来的にはなるということでいいですか

ね。 

○委員長（滝川美幸君） 久保田課長。 

○市民活動支援課長（久保田 浩君） おっしゃるとおりです。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これね、市がやってきた制度で大変で、非常に最終的には恐らくそう

いう、さっき今、言ったようなことが、なるんじゃないかと思うんですよね。皆さん大変だ

と思うけど、回収に努力してください。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） そのほか委員より質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 
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  なければ委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、住宅新築資金等貸付事業特別会計の廃止及び一般会計への移行についてを終わり

ます。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（滝川美幸君） 会議を再開いたします。 

  その前に、教育部長より皆様にご報告がありますので、お時間いただきます。 

  名取教育部長。 

○教育部長（名取藤吾君） お疲れさまでございます。 

  本日の新聞紙上ですね、報道をされた会期年度任用職員の逮捕につきましては、大きなお

騒がせをいたしまして、誠に申し訳ございませんでした。詳細につきましては、教育部最後

の案件の終了後にですね、説明を申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） それでは、次に（６）甲斐市学校給食費徴収規則の改正について、

担当より説明をお願いいたします。 

  樋川学校教育課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） お疲れさまです。 

  学校教育課より甲斐市学校給食費徴収規則の改正について、資料に沿ってご説明させてい

ただきます。 

  資料の16ページのほうお開きください。 

  まず、１つ目の学校給食費改正の経緯であります。 

  これまで、学校給食費は経緯の表にありますとおり、平成17年、20年、26年、令和２年

に給食食材の値上がりや消費税率の引上げ等の影響により改正を行ってきました。令和２年

４月の改正により小学校は１食当たりの基準額288円、月額に直しますと5,000円、中学校

は１食当たり基準額329円、月額5,500円とした以降、据置きとなっております。 

  ただし、令和２年４月の改正に伴い、児童・生徒においては月額300円を市が補助いたし

まして、保護者の負担額は小学校4,700円、中学校は5,200円となっております。 



－35－ 

  次に、２番の現行の学校給食費について、ご説明いたします。 

  17ページにございます図及び18ページにございます図を参考にしながら、説明をさせて

いただきます。 

  まず、17ページの図ですが、17ページは給食費１食当たりの基準額、18ページのほうは

給食費月額になります。どちらの図もグラフの下の部分、黒く塗り潰してある下の部分が保

護者の負担額となっております。その黒く塗り潰した部分の上に点々のゴマ模様の部分があ

ると思いますが、その部分は市の補助額になります。 

  令和２年４月以降、小学校は先ほど申しましたとおり、１食当たり基準額は288円、月額

5,000円、中学校は１食当たり基準額329円、月額5,500円となっております。 

  ただし、保護者の経済的負担を考慮し、児童・生徒については月額300円を市が補助し、

保護者負担額は月額小学生は4,700円、中学生5,200円となっております。 

  しかしながら、昨年度からの急激な物価高騰による食材費の値上げに伴い、これまでの市

からの補助を含めた給食費だけでは賄い切れないため、令和４年９月から令和５年３月まで

安心甲斐・市民支援事業第６弾として小学校は１食当たり30円、中学校１食当たり40円、

市の補助を追加いたしました。 

  グラフに直しますと、左から２番目のグラフになります、そのグラフの一番上の部分、斜

線部分がその１食当たり30円、中学校が１食当たり40円の市の補助の追加の部分となって

おります。 

  本年度、令和５年度においても、引き続き、市が同額の補助を行っておるような状況です。

そのため、現在の学校給食における実質の１食単価は、小学校は318円、月額に換算します

と5,530円となります。中学校は369円が１食の単価で、月額に直しますと6,180円となって

いますが、保護者負担額は、令和２年４月以降変わらず、月額小学生4,700円、中学生

5,200円としております。 

  ３つ目になります。甲斐市学校給食費徴収規則の改正について、ご説明させていただきま

す。 

  令和５年９月７日に開催いたました本年度２回目になります学校給食運営委員会において、

令和６年度の給食の基準額について諮問したところ、今後においても地産地消を考慮し、栄

養バランスの取れた安心・安全なおいしい給食を安定的に提供できるよう、市の補助を加え

た現行の１食当たりの単価を基準額とし、これまでと同様に保護者負担が増さないよう市が

補助することを要望する、そのような答申がございました。 
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  これらのことにより、令和６年度からの給食費については、保護者負担額である小学校

4,700円、中学校5,200円に市の月額300円の補助と１食当たり小学校30円、中学校40円の補

助を加算した月額小学校5,550円、中学校6,108円とし、学校給食費徴収規則等を改正した

いと考えております。 

  ただし、保護者負担分については、物価高騰等による経済的負担を考慮し、現行の保護者

負担と同額の小学校4,700円、中学校は5,200円とさせていただきたいと考えております。 

  また、不足分につきましては、市が令和５年度と同額である月額300円の補助に、１食当

たり小学校30円、中学校40円の補助を加算した補助を継続して行うが、市の補助が非常に

分かりにくい状況であるため、市の補助額を２つの補助を合わせた月額小学校830円、中学

校980円とさせていただきたいと考えております。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） グラフで見ると、保護者負担は変わらないという説明もそうですが、

そういう理解でよろしいでしょうか。 

○委員長（滝川美幸君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） おっしゃるとおりで、保護者負担額は4,700円が小学校、中

学校5,200円はそのまま変わらないという形になります。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  ほかに委員より質疑ありますか。よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、甲斐市学校給食費徴収規則の改正について、終わります。 

  次に、（７）制服選択制（ジェンダーレス制服）の導入について、担当より説明をお願い

いたします。 

  金丸指導監、お願いいたします。 

○指導監（金丸 徹君） よろしくお願いいたします。 

  それでは、学校教育課より市内中学校への制服選択制（ジェンダーレス制服）の導入につ

きまして、本冊資料19ページからをご提案申し上げます。 
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  文部科学省は、平成27年４月30日付で「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ細か

な対応の実施等について」の文書を発出し、「学校生活の各場面での支援について」として、

当該児童・生徒が自認する性別の服装の着用を認めたり、標準より長い髪型を一定の範囲で

認めたりするなど、他の児童・生徒への配慮との均衡を取りながら、支援を進めることとい

たしました。 

  また、本年６月23日には、「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関す

る国民の理解の増進に関する法律」を国は公布をし、性的指向及びジェンダーアイデンティ

ティの多様性を受け入れる精神を涵養し、多様性に寛容な社会の実現に努めることといたし

ました。 

  こうした、多様性を理解する社会的な風潮の高まりとともに、全国の中学校・高等学校に

おいて、制服選択制が検討されはじめ、各地でジェンダーレス制服を採用する学校が増加傾

向にございます。 

  本市におきましても、令和４年度より校長会中学校部会において、このジェンダーレス制

服導入に向けた検討会が開始をされました。検討会では19ページ下段にお示しをしました

課題が挙げられ、早急かつていねいに検討を進める必要があることを確認しております。 

  主な課題といたしましては、自身の性別に違和感を持つ生徒が現行スタイルの制服を着用

することに困難さを示す事例が確認されていること。現行のセーラー服では女子生徒が暑さ

を感じた際に脱ぐことができないこと。清掃活動など身体的な活動場面において、スカート

は不向きであること。また、近年、県内においても新たな制服を導入する学校が見られたこ

と等が挙げられておりました。 

  20ページをご覧いただきたいと思います。 

  県内で、新たな制服導入につきましては、南アルプス市若草中学校において、今年度より

ブレザー・パンツスタイルの制服が導入をされ、今年度新入生の35人がこのタイプの制服

を選択しているということです。 

  また、山梨市においては昨年度３学期より、家庭にあるきょうだいが使用した他校の制服

等もエンブレムを外して、名札をつけることで着用を可能としておりまして、約２割の生徒

がこのようなブレザー・パンツスタイルの制服を着用しているということです。 

  本市としましての導入の方向性ですが、現行の制服を廃止することはせず、詰襟型の制服、

セーラー服に加え、ブレザータイプの制服を導入し、生徒の自主性を重んじた制服選択制を

導入するものであります。 
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  20ページにお示ししてありますものは、竜王北中学校の制服案となっており、右側が現

行型の制服、左側が新たに導入を検討しているブレザータイプのものとなり、男女の区別な

く同じ制服を選べるようにしております。 

  竜王北中学校、双葉中学校では、既に保護者への説明も済ませており、来年度入学予定者

に向けた周知を12月に行う予定でいます。 

  また、その他の学校におきましても、校内検討委員会をはじめ、学校評議員、ＰＴＡ役員、

保護者等々、丁寧に説明を行い理解を求めていく方向でおります。 

  各校の導入予定期といたしましては、21ページにお示しをした時期を予定しております。 

  今回の制服選択制の導入に当たりましては、制服変更といった目に見える部分だけではな

く、生徒及びご家庭に向けて多様性を受け入れる精神を涵養していくことが、極めて重要で

あると考えております。 

  また、一方でジェンダーアイデンティティのみを強調した指導は、かえってジェンダーレ

ス制服を選択した生徒を苦しめることにもつながりかねません。誰もが安心して学校生活を

送ることができるよう教育活動全般を通じて、指導を重ねてまいりたいと思います。 

  以上で、本市５校の中学校での制服選択制導入についての提案とさせていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 20ページの下にあるジェンダーレス制服ですが、これは夏物という

のはあるんでしょうか。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。夏につきましては、このブレザーを脱いで

ワイシャツスタイルになるものとなっています。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ネクタイがあるじゃないですか。これはもう１年中、我々が議員もな

んだけど、夏になると１年中やるのか、それともそういうときはしないのかどうなのか、ち

ょっとお願いします。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 
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○指導監（金丸 徹君） 夏のワイシャツスタイルですけれども、ポロシャツも含めて今、検

討している状況でございます。 

○委員長（滝川美幸君） ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、これの導入時期が各学校違っていて、これについては選

択が自由ということでいいですか、全ての面で。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。おっしゃるとおり選択は自由となっており

ます。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、例えば、きょうだいがいてね。新たに取得するというこ

とに関して、上の人のお下がりを使うということになると、制服というのは非常に有効的な

ことにつながると思うんだけど、これ自由になると非常にその家庭とかそのほかの選択、そ

れから新たにこれを買わなきゃならない。この今、ジェンダーレス制服というこのブレザー

型のこれって１セットというかね、夏も含めてどのぐらいの値段で取得できるんですか。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。新たなタイプのブレザータイプ、パンツス

タイル、みんな合わせますと３万円ちょっとというような形でなっております。また、現行

の制服ですけれども、男子の詰襟は少し価格の差がありまして、大体２万円から５万円程度、

女子につきましては、夏服、それから冬服を合わせまして、５万円から６万円程度かかって

いるという状況です。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 費用的には新たに入学する折に使うかかる費用というのは、そんなに

変わらないということですよね。ほんと今度は女子生徒でもこのブレザータイプとズボンっ

て全く、これって男も女も同じデザインで男子も女子も使用するっていう、そういうイメー

ジ。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） おっしゃるとおり、そのとおりでございます。 

〔「分かりました。以上です」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ほかに委員より質問ありますか。 



－40－ 

  安倍委員。 

○委員（安倍健治君） 性同一性障がいってくくりにしちゃうと、しちゃうとというか制服を

選んだ方というのは、大体そういう方なんですか。性同一性障がいがある方なんですか、そ

のジェンダーレス制服を選んだのは。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。それを１番、学校側でも懸念をしておりま

して、それを選択したことによって、そういったような目で見られることがないようにして

いかなければならないと委員会でも考えておりますので、ＬＧＢＴＱだけを前面に推し進め

るのではなく、多様性を受け入れる、自主性を重んじるということで、進めていきたいと考

えております。 

〔「ありがとうございます」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） いいですか。 

  それでは、質疑はよろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） なければ、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、制服選択制（ジェンダーレス制服）の導入についてを終わります。 

  引き続き、（９）その他を行います。 

  学校教育課よりその他がありますので、説明を求めます。 

  樋川学校教育課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 申し訳ありません。その他ですね、別件ですが、口頭にて１

点ご報告のほうをさせていただきたいと思います。 

  平成30年に敷島給食センター内で起きました、調理員さんの転倒事故に係る訴状が10月

16日に送達をされました。現在、弁護士のほうと対応をはじめ協議を始めたところであり

ます。弁護士に訴訟の委任の手続を現在、行っております。経過等につきましては、現在、

そのようなものなので追ってご報告をさせていただきたいと思いますが、あらかじめご承知

おきいただきたいと思います。 

  以上となります。よろしくお願いします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等ありましたら、お願いいたします。 

  内藤委員。 
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○委員（内藤久歳君） 平成30年の事故っていうことですよね。それが５年、６年目ですか、

今になってそれが出てきちゃって、その背景というのはどんなあれですかね。 

○委員長（滝川美幸君） 樋川課長。 

○学校教育課長（樋川和之君） 今、本当に訴状が届いたばかりで、私どもも弁護士と協議を

始めたばかりなので、詳細についてはあまり申し上げることができないのですが、平成30

年、転倒事故が起こってその際のけがの具合であるとか、その後遺症であるとか、その辺が

争点になるかと思われますが、それ以上のことはちょっと私のほうでもお答えすることが今

現在、できない状況で申し訳ありません。お願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） それでは、よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） 以上で、委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、その他を終わります。 

  ここで暫時休憩し、職員が入室いたします。 

 

休憩 午前１１時２９分 

 

再開 午前１１時３１分 

 

○委員長（滝川美幸君） 会議を再開いたします。 

  次に、（８）令和５年度教育委員会の自己点検・評価報告書について、教育部各課より一

括で説明をお願いいたします。 

  宮本教育総務課長。 

○教育総務課長（宮本 裕君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、（８）令和５年度教育委員会の自己点検・評価報告書について、説明させてい

ただきます。 

  別冊資料の1ページをお願いいたします。 

  この件につきましては、１ページの第１の１、点検・評価の概要にありますとおり、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項において、教育委員会は毎年その権限

に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に関する報告

書を作成し、これを議会に報告するとともに公表しなければならないと規定されておりまし
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て、この規定に基づきまして、令和４年度における甲斐市教育委員会の事務の管理及び執行

の状況の点検及び評価について、報告書を作成いたしましたので、報告するものでございま

す。 

  なお、この内容につきましては、10月31日に開催いたしました第７回定例教育委員会に

おいて、報告させていただいておりまして、今回、総務教育常任委員会のほうで報告させて

いただくものでございます。 

  次に、２の点検及び評価の内容でありますけれども、市が実施する政策、施策、事務事業

について評価・検証を行う行政評価における教育委員会内の事務事業評価結果と、第２次創

甲斐教育推進大綱に基づき実施している事業の点検・評価結果を記載してございます。 

  評価対象事業の件数でありますけれども、行政評価における事務事業評価のうち、教育委

員会の評価対象事業が４件、第２次創甲斐教育推進大綱に関する事業評価が34件、合計38

件について自己評価を行っております。 

  次に、３の評価の基準でありますけれども、点検・評価の結果の事業の方向性としまして

は、Ａが拡大、Ｂが業務改善、Ｃが現状維持、Ｄが統合、Ｅが縮小、Ｆが休廃止であります。 

  ４の評価の視点といたしましては、創甲斐教育推進大綱の施策項目の指標と教育委員会内

の事務事業を基に、実績値及び取組内容と目標値を踏まえて、分析・評価を行うものでござ

います。 

  ５の報告書の公表につきましては、甲斐市ウェブサイト及び議会で公表いたします。 

  次に、資料の２ページ、３ページにつきましては、令和４年度における教育委員会の構成

と定例会、臨時会の付議議案について記載してございます。 

  また、３ページ中段からは令和４年度の活動報告といたしまして、学校訪問、４ページを

お願いいたしまして、学校行事・研修会等への参加内容、総合教育会議の開催内容につきま

して記載してございます。 

  ５ページからが点検・評価シートになります。 

  まず、経営戦略課が行っております令和５年度甲斐市行政評価（事務事業評価）における

点検・評価として、評価した中での教育委員会の該当事業となります。 

  点検・評価シートの構成といたしましては、上段の表では事務事業の計画として、取組要

旨、取組指標を記載し、中段の表では事務事業の実行として、成果指標、活動指標を記載し、

下段の表に分析・評価の理由を記載しております。 

  それでは、分析・評価が現状維持のＣ以外となった事業について説明をさせていただきた



－43－ 

いと思います。 

  お手元の資料７ページをお開きいただきたいと思います。 

  事業名は、創甲斐教育推進事業で担当課は学校教育課であります。 

  事業概要は、国語力向上、ＩＣＴ教育推進、豊かな学び豊かな育ち推進、甲斐っ子応援教

室、不登校対策、自学講座等であります。 

  下段の表の分析・評価の理由欄にありますとおり、ＧＩＧＡスクール構想による１人１台

端末の導入と活用の推進、不登校児童・生徒数の増加等の教育的諸課題は多岐にわたってい

る状況から、学校現場への支援や取組の推進は必須であり、今後も引き続き、現状を把握し

ていく必要があることから、評価については業務改善のＢとしております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  事業名は、市単独学校教育支援員等配置事業で、担当課は学校教育課であります。 

  事業概要は、学校教育支援員、学力向上支援スタッフ、スクールサポートカウンセラー配

置、部活動顧問報酬等であります。 

  下段の表の分析・評価の理由欄にありますとおり、人手不足が叫ばれている学校現場で、

特に昨今は正教員でさえも満足に配置できていない状況も見られる中で、学校現場に余裕あ

る人的配置は必須であり、今後も安定した人材確保・人的配置を検討していく必要があるこ

とから、評価については業務改善のＢとしております。 

  次に、９ページからは創甲斐教育推進事業の点検・評価となります。 

  ９ページに施策の体系図を記載してありまして、10ページから43ページに34事業の点

検・評価内容の記載がございます。創甲斐教育推進事業の点検・評価につきましても、分

析・評価が現状維持のＣ以外となった事業について説明をさせていただきます。 

  ページちょっと飛びますけれども、17ページをお願いしたいと思います。 

  17ページ、こちらでは上段の表には第２次創甲斐教育推進大綱における基本目標、基本

方針、施策項目を記載してあります。 

  その下の表で目標となる指標に記載してある内容が点検評価の対象であります。指標につ

いては、市独自の長期欠席児童・生徒用アンケートにおける不登校児童・生徒の割合で、担

当課は学校教育課であります。 

  令和４年度の取組内容としましては、リーフレットの作成や研修を実施し、未然防止や居

場所づくりの取組を推進するとともに、スクールカウンセラーや適応指導教室の活用を促し

ました。また、新たな選択肢として甲斐ゼミナールと協定を結び、学外適応指導教室、甲斐
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ゼミ教室を設置いたしました。 

  下段の表の分析・評価欄にありますとおり、リーフレットの作成や研修により教員の意識

改革が進み、適応指導教室を活用することが、再登校・学校復帰への足がかりとなっており

ます。 

  また、学外適応指導教室を利用する子供が増えたことで、学力不足の解消、新たな居場所

づくりにつながり、令和５年度からは学外適応指導教室を１教室増やして運営していくこと

から、評価につきましては、拡大のＡとしております。 

  次に、ページ大きく飛びまして、42ページをお願いいたします。 

  指標につきましては、甲斐市子どもの学習支援事業に参加した生徒のうち満足と感じた生

徒の割合で、担当課は福祉課と学校教育課であります。 

  取組内容としまして、まず、福祉課は就学援助対象世帯の市内中学３年生を対象に、８月

から２月までの夜間、市内公民館において36回開催いたしまして、毎回、食料支援として

軽食を提供いたしました。 

  また、学校教育課は市内在住の中学生を対象に５月から２月までの土曜日、市内の４公民

館を会場として全20回開催しました。指導者、チューターは山梨大学と県立大学の学生に

お願いいたしまして、自主学習の補助として支援してもらいました。 

  下段の表の分析・評価欄にありますとおり、福祉課では参加者等へのアンケート結果によ

り、今後は対象を中学１、２年生に拡大することを検討しております。 

  また、学校教育課では参加者は意欲的に自主学習に取り組み、学生チューターも分かりや

すいアドバイスができるよう努力していったが、学生のチューターを確保することが難しい

としております。 

  以上の内容から評価については拡大のＡとしております。 

  分析・評価が現状維持のＣ以外となった事業は以上であります。 

  統合のＤ、縮小のＥ、休廃止のＦとなった事業はございませんでした。 

  最後に、44ページからは資料といたしまして、令和４年度に創甲斐教育推進事業として

実施した事業の予算額、決算額等を掲載しておりますので、参考にしていただきたいと思い

ます。 

  なお、参考までに44ページの最上段にあります、やはたいぬくんこどもあいさつ運動字

をおぼえようキャンペーンについてでありますけれども、今年度の事業を16日、11月の16

日木曜日に双葉東小学校で、同じく11月27日月曜日には敷島小学校で実施を予定しており
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ますので、ご承知おきいただきたいと思います。 

  説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  質疑等がありましたら、お願いいたします。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） １点だけね。今、説明の中で42ページのＡの中で、これは福祉課と

の連携の事業だと思うんだけど、ここに中学１年生に拡大するという中で、チューターが不

足していると今、ここにあったんだけど、これについて拡大しつつ今、現状でチューターが

不足しているっていう部分の対応も非常に大変だと思うんだよね。その辺はどのように取り

組んでいくのか。 

○委員長（滝川美幸君） 宮本教育総務課長。 

○教育総務課長（宮本 裕君） 一応ですね、この資料について、甲斐市の子ども学習支援事

業につきましては、福祉課で行っているものと学校教育課で行っているものがございますけ

れども、福祉課で行っているものが中学３年生を対象にしておりまして、先ほど説明したと

おり全36回を実施しているんですけれども、これにつきまして対象の中学の１、２年生に

拡大することを検討しているという内容で、福祉課のほうでは令和６年度に拡大を予定して

いるというふうに聞いております。 

  その際に、８月から12月で18回程度を予定して検討しているという内容を聞いておりま

すので、それとはまた別に学校教育課のほうではやっていますので、授業の資料として取り

組んでいる学習支援授業は同じなんですけれども、ただ取組の方向が、内容が違うという内

容でご理解いただければと思います。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 内容が違うということなんだけど、そこが違ってそれぞれの授業が学

校教育課と福祉課で分かれてやっているということだよね。だから、このチューターが不足

しているという部分というのはどっちがかかってる。 

○委員長（滝川美幸君） 金丸指導監。 

○指導監（金丸 徹君） ありがとうございます。チューターの不足についてなんですけれど

も、学校教育課で取り組んでおります自学講座につきましては、今、４会場で行っておりま

す。市によって学生、県立大学、そして山梨大学の学生が各近隣市町でも同じような活動を

しておりまして、どうしても大学生の出身地の学生ボランティアというようなところを希望
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しますので、市によって多い、少ないはあるんですけれども、開催できないほど少ないとい

うわけではございません。 

  子供たち、一生懸命やる中で、学生、大学生のほうが来ていただきまして一番少ないとき

で、一会場２人、多いときでは４人以上の学生が入って活動はしています。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その状況に応じて、開催できないことはないけれども、要は今の説明

の中で４人いればいいものが２人になることもあると。そうすると薄くなるっていう部分も

あるということは確かだね。そういう苦労もね、あるけれども授業が継続してできるようま

た頑張ってもらえればというふうに思います。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） よろしいですか。 

  そのほか委員より質疑ありますか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） よろしいでしょうか。 

  ないようでしたら委員の質疑を終了いたします。 

  傍聴議員はいかがですか。大丈夫ですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、傍聴議員の質疑を終了いたします。 

  以上で、令和５年度教育委員会の自己点検・評価報告書について終わります。 

  引き続き、（８）その他を行います。 

  生涯学習文化課より、その他がありますので、説明を求めます。 

  髙須生涯学習文化課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） それでは、説明させていただきます。 

  まず先に、昨日ファックスを送信させていただきました会計年度任用職員の道路交通法違

反について報告をさせていただきます。 

  生涯学習文化課で、文化財調査作業員として任用しております会計年度任用職員が、道路

交通法違反、酒気帯び及び事故不申告の疑いで10月27日に逮捕されました。29日の新聞報

道では、不動産貸付業として掲載をされました。 

  本人からの連絡は特にありませんでしたが、31日同僚の文化財調査員から生涯学習文化
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課に連絡があり、家族及び警察に問い合わせ、確認をいたしました。氏名は、青柳正史、

65歳。経緯といたしまして27日正午頃、竜王地内の市道交差点で酒気を帯びた状態で軽ト

ラックを運転し、市内の女性66歳が運転する軽乗用車と出会い頭に衝突する事故を起こし、

立ち去った疑いです。双方にけがはなかった模様であります。 

  文化財調査に従事する会計年度任用職員は、常勤ではなく発掘調査などを行う場合に、必

要に応じて現場等の作業に従事をしております。当該職員は今年度の勤務日数は１日であり

ます。 

  本年９月には、山梨県全域で飲酒運転事故防止警報が発令されたところでありますが、あ

ってはならない事案が発生したことは、誠に遺憾であります。今後このようなことが起きな

いよう、再発防止を講じていくとともに信頼回復に向けて、誠意努めてまいります。 

  また、当該職員につきましては、事実関係を調査の上、厳正な処分を検討してまいります。

大変申し訳ございませんでした。 

  以上であります。 

○委員長（滝川美幸君） それでは、質疑をお受けいたしますが。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（滝川美幸君） それでは、なければ委員の質疑を終了いたします。 

  以上で、その他を終わります。 

〔「委員長、もう一つあります。もう１件」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ごめんなさい、すみません。 

  それでは、もう１件。 

  髙須課長。 

○生涯学習文化課長（髙須秀樹君） それでは、引き続き、お願いいたします。 

  令和６年二十歳の集いであります。 

  今年度につきましては、令和６年１月７日、日曜日、午前10時開会、開式。会場はＹＣ

Ｃ県民文化ホールであります。昨年度と会場が異なっております。対象者は、今年度二十歳

になる平成15年４月２日から平成16年４月１日に生まれた方で、822人であります。 

  今回は、コロナ禍前の規模で開催を予定しており、市議会議員の皆様につきましては、来

賓として全員の出席をお願いいたします。案内状につきましては、追って発送をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

  以上です。 
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○委員長（滝川美幸君） それでは、ここで終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、職員が退出いたします。 

 

休憩 午前１１時４９分 

〔委員長、副委員長と交代〕 

再開 午前１１時５０分 

 

○副委員長（清水和弘君） 会議を再開します。 

  ここからは、委員長が予算要望を提出したため、委員長に代わり進行を行います。 

  次第の４、その他を行います。 

  初めに、令和６年度当初予算の要望について行います。 

  令和６年度当初予算への要望については、各常任委員会で協議を行い、１事業を決算審査

特別委員会へ提出することとなっておりますが、本委員会では事前に滝川委員長のみ要望事

項の提出がありましたので、内容について協議を行い、要望事項を決めたいと思いますがよ

ろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（清水和弘君） それでは、そのようにいたします。 

  それでは、説明を受けたいと思います。 

  滝川委員長、説明をお願いいたします。 

  滝川委員長。 

○委員（滝川美幸君） それでは、令和６年度当初予算への要望書を提出させていただきまし

たので、ご説明させていただきます。 

  10款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、事業名、市単独学校教育支援員等配置事

業費について、予算要望の提出をしたところであります。 

  内容といたしましては、本市においては創甲斐教育の理念のもと、さまざまな子育て支援

を推進していただいており、大変ありがたいことと評価するところです。 

  しかしながら、全国的には不登校、いじめ、発達障がいと思われる児童・生徒の数は年々

増加しています。子供たちの健全な成長を見守ることは大人たちの大きな責務です。 

  令和６年度の予算編成においても、学校教育指導員・スクールサポートカウンセラー・部

活動指導員・学力向上支援スタッフの確保のために十分な予算確保が必要です。 
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  創甲斐教育の推進が将来の甲斐市の発展に欠かせない事業です。 

  ぜひとも令和６年の予算に計上していただくことを要望いたします。 

  そしてまた、先ほど委員会の中で行いました教育委員会の自己点検・評価報告書の中の７

ページにありますように、やはりこの創甲斐教育推進事業の評価がＢということで、今後ま

すます力を入れていかなければいけないという、ここに分析があります。これも受けまして

もぜひこの事業にしっかりとした予算をつけていただきたいと希望するところです。 

  以上です。 

○副委員長（清水和弘君） 提案が終わりました。 

  要望書の内容について、質疑等がありましたらお願いいたします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（清水和弘君） ないようですので、以上で質疑を終了します。 

  それでは、お諮りいたします。本委員会からの要望事項は、市単独学校教育支援員等配置

事業について、とすることにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（清水和弘君） それでは、異議なし。 

  それでは、そのように決定いたします。 

  なお、決算審査特別委員会へ提出する文面は、提案者の滝川委員長と私にご一任願います。 

  以上で、令和６年度当初予算への要望についてを終了いたします。 

  ここで暫時休憩し、司会を委員長と交代いたします。 

  ご協力ありがとうございました。 

 

休憩 午前１１時５４分 

〔副委員長、委員長と交代〕 

再開 午前１１時５４分 

 

○委員長（滝川美幸君） それでは、会議を再開いたします。 

  ここからは、私が進行をいたします。 

  引き続き、よろしくお願いいたします。 

  次に、（２）各種団体との意見交換会について行います。 

  意見交換会につきましては、視察研修と隔年で行うこととなっておりますので、今年度は
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意見交換会を行いたいと思います。 

  なお、第３回定例会最終日に通知にて、相手方、テーマについて検討をお願いしてありま

すので、各委員の意見を求めて決定したいと思います。 

  それでは、清水副委員長からお願いいたします。 

  清水副委員長。 

○委員（清水和弘君） それでは、私のほうからですね。 

  私は、令和４年12月16日に開催された国の文化審議会の中で、甲斐市が文化庁長官に認

定された事案がございます。 

  これは、甲斐市文化財保存活用地域計画でしょうかね。同時にですね、同年８月には双葉

の龍地でしょうか。こちらから市のほうに2,000坪くらいの大きな土地が寄附されたという

ようなことがございます。 

  そして、遡っていきますと、山縣神社の境内にございました竜王歴史民俗資料館ですか、

これが撤廃されて現在はそこの資料がよそに保存されていますけれども、それが公開されて

いません。そういった意味で今、甲斐市の中の歴史的資産、そういったものが一度に閲覧で

きる、また見られるところがないので、このことについてですね、ぜひここの一覧表にござ

います28番ですか、年度28年、29年ですか10月17日、11月25日かな。この文化財保護の現

状と課題ということで、ここを私はぜひ意見交換の対象にしてほしいと思っていますけれど

も。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  団体は文化財審議委員会ですかね。 

〔「そうです」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  それでは、安倍委員いかがですか。 

○委員（安倍健治君） はい、そうですね、僕も今、清水副委員長の話を聞いて、すごい歴史

とかそういうの大事だなと。未来も大事なんですけど、今までのことをちゃんと見ていくの

も大事かなというのがあるので、この文化財保護審議委員会との意見交換会がいいのではな

いのかなと思います。 

○委員長（滝川美幸君） 分かりました。 

  次に、松井委員いかがでしょうか。 
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○委員（松井 豊君） 私もこれでいいと思います。 

  中央道ができてね、甲斐市が南北に分かれていますから、何となくこう、よその町みたい

なイメージですから、実際にはあそこは瓦といいますか、平地で志摩の荘とか山々まで含め

たそういった歴史的なものがいろいろ出てきています。そういうのもきちんと管理して。今

は、ほとんど物置的な形でなっていますので、教育委員会でもその方向には考えているよう

ですが、改めてまた勉強もしたいと思います。お願いします。 

○委員長（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  続きまして、内藤委員いかがでしょうか。 

○委員（内藤久歳君） 私も今、これ今までその文化財の保存とか管理に関してはもう、甲斐

市が誕生してからずっと課題で、過去においても結構議員等、一般質問等で保存する、例え

ば、展示する施設の整備というようなこともかなりうたわれてきたので、改めてここでそう

いう点について、審議会の意見を通してまた、我々議会としての立場でも意見を交換しなが

ら、進めていくことも必要だと思うので、清水議員の提案に賛同したいと思います。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） ありがとうございます。 

  続きまして、藤原委員いかがでしょうか。 

○委員（藤原正夫君） 私も同感であります。過去を見ましても消防団、いろいろ小・中学校

校長会、いろいろ２度も３度もやっていますので、特に清水議員さんの提案で今回はもう本

当に生涯学習、この委員会のぜひですね、これも推薦します。 

  以上です。 

○委員長（滝川美幸君） ありがとうございました。 

  委員からの意見の結果、清水議員の提案によります文化財保護審議委員会の方との意見交

換会ということでよろしいと思いますので、そのように決定をさせていただきたいと思いま

すが、今年度の意見交換会は日程調整などにつきましては、私と事務局にご一任を願いたい

と思います。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） 以上で、各種団体との意見交換会についてを終わります。 

  案件は以上ですので、委員より常任委員会関係で、その他何かありましたらお願いをいた

します。よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（滝川美幸君） それでは、事務局より何かありましたらお願いいたします。 

  森田係長。 

○書記（森田 公君） それでは、事務局より１点お願いいたします。 

  今度の５日、日曜日、甲斐市総合防災訓練が行われます。皆様には第３回定例会初日、全

員協議会で説明をしておりますので、要領等につきましては、改めて配付しておりませんが

当日は本部員訓練といたしまして、正副議長及び３常任委員会の委員長におきましては、午

前７時30分までに対策本部であります事務局へご参集お願いをいたします。 

  その後、８時からの情報伝達訓練を行った後、竜王小学校で行われます関係機関合同訓練

の視察を予定しております。 

  次に、本部員以外の議員におかれましては、午前７時40分に事務局からＬＩＮＥで連絡

がいきますのでＬＩＮＥのほうを確認していただき、すぐに送れるような状態でお待ちいた

だければと思います。 

  ８時のサイレンに合わせまして、携帯のＬＩＮＥにより、情報伝達訓練として安否確認を

お願いしたいと思います。 

  全議員からの伝達確認ができましたら訓練の終了報告をいたしますので、その後はそれぞ

れ地元自治会の訓練にご参加をお願いいたします。 

  なお、当日は支給しておりますオレンジ色の災害活動服、ヘルメット着用でそれぞれ参加

するようにお願いいたします。靴につきましては、運動靴でも結構です。半長靴、長靴でな

くて結構ですので、けがのないようによろしくお願いいたします。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（滝川美幸君） 説明が終わりました。 

  今週の日曜日に行われます防災訓練につきましては、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（滝川美幸君） よろしくお願いいたします。 

  以上で、その他を終了いたします。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、総務教育常任委員会を閉会といたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 零時０３分 


